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　現在交付されている「国民健康保険限度額適用
認定証（又は限度額適用・標準負担額減額認定証)｣
の有効期限は、７月31日㈪です。８月以降も引き
続き、入院治療や高額な外来診療を受ける場合、
忘れずに更新手続きをしてください。
更新期間　７月18日㈫～８月31日㈭
受付場所　保険課（市役所１階）
　　　　　市民福祉課（アスピアこだま内）
用意　国民健康保険被保険者証、印鑑（朱肉を必
　　　要とするもの）、マイナンバーの分かるもの
※国保税に滞納があると、認定証の交付を受けら
れません。
※転入や未申告等で所得が不明な場合、上位所得
者区分となります。

　国保加入者が医療機関で高額な医療費を負担し、
１か月で定められた自己負担限度額を超えた場合、
限度額を超えた分は高額療養費として支給されます
(保険適用分のみ)。　　　

　この自己負担限度額が、70歳以上の人について
は、８月から一部変更されます。対象は下表太枠
部分です。

　国保に加入している 70 歳から 74 歳までの人に、
「高齢受給者証」を交付しています。受給者証には
医療費の自己負担割合が記載されているため、医
療機関受診時は保険証と併せて提示が必要です。
　現在交付されている受給者証は７月 31 日で有効
期限が切れるため、更新対象者には７月下旬に新

しい受給者証を郵送します。
　これから 70 歳になる人は、70 歳の誕生日の翌月

（１日が誕生日の人はその月）から受給者証を使用
できるため、誕生月の月末（１日が誕生日の人は
前月末）に発送します。

《限度額適用認定証とは》
　国保加入者が１か月に一つの医療機関で高額な
治療を受ける場合、認定証の提示で支払いが所得
区分に応じた限度額までとなります。ただし、差
額ベッド代等の保険適用されないものや入院中の
食事代は、別に支払いが必要です。
　申請は、今回の更新期間を過ぎても随時受け付
けますが、認定証は、申請した月の初日から有効
です。月を遡って発行できませんのでご注意くだ
さい。
　なお、年齢が 70 歳～ 74 歳で住民税課税世帯の
人は「高齢受給者証」を医療機関に提示すること
で、認定証の代わりとなりますので、申請は不要
です。

　所得が少ないときや失業等により国民年金保険料（平成29年度 月額16,490円）を納めることが経済的に
困難な場合には、保険料の納付が免除となる「保険料免除制度」や、猶予となる「納付猶予制度」を利用し
ましょう。
　７月３日㈪から平成29年度分（平成29年７月～平成30年６月）の申請受付を開始しますので、利用希望者
は忘れずに申請してください。

国民年金保険料の納付が難しいときは…
７月から「免除」「納付猶予」申請の受付が始まります国民健康保険（国保）加入者のみなさんへ

◎国民健康保険限度額適用認定証の更新について

◎高額療養費の自己負担限度額が変更になります

◎高齢者受給者証を送付します

★保険課☎�１１１６

表１　免除等の所得基準額（所得審査対象者全員の前年所得が下記の計算式で計算した金額以下であること）

所得基準額
全額免除・納付猶予 （扶養親族等の数＋１）×35万円＋22万円
４分の３免除 78万円＋（扶養親族等の数×38万円※）＋社会保険料控除額等
半額免除 118万円＋（扶養親族等の数×38万円※）＋社会保険料控除額等
４分の１免除 158万円＋（扶養親族等の数×38万円※）＋社会保険料控除額等

※扶養親族等のうち、老人控除対象配偶者及び老人扶養親族（70歳以上）の場合は48万円、
特定扶養親族（19歳～23歳未満）及び16歳から19歳未満までの扶養親族の場合は63万円。

表２　免除等と将来の年金受給との関係
老齢基礎年金 障害基礎年金・遺族基礎年金

受給資格期間 年金額 保険料納付要件
全額免除

算入される

８分の４が反映

算入される
４分の３免除 ８分の５が反映
半額免除 ８分の６が反映
４分の１免除 ８分の７が反映
納付猶予・学生納付特例 反映されない
未納 算入されない 反映されない 算入されない

※免除等を受けた期間は、10年以内であれば後から保険料を納めること（＝追納）ができ、追納す
ると将来受け取る年金額は減少しません。年金額への反映率は、平成21年４月に改定されました。
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★市民課国民年金係☎�１１１４、市民福祉課☎�１３３３、熊谷年金事務所☎０４８–５２２–５０１２

年金請求書の手続き
漏れがありませんか？
　平成29年８月１日より、
老齢基礎年金を受け取る
のに必要な期間が、25年か
ら10年に短縮されます。対
象者には日本年金機構から
黄色の封筒を送付していま
す。まだ請求手続きをされ
ていない方は、ご予約の
上、お早めに手続きをお願
いします。
★予約・問い合わせ先
ねんきんダイヤル
☎０５７０―０５―１１６５

自己負担限度額（月額）
所得区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

住民税課税
世帯

現役並み所得
※１

平成29年７月まで44,400円 80,100円　＋
(44,400円※5)

医療費が267,000円を超えた
場合は、その超えた分の１％平成29年８月から57,600円

一般
平成29年７月まで12,000円 平成29年７月まで44,400円
平成29年８月から14,000円

〈年間144,000円上限〉 平成29年８月から57,600円（44,400円※５）

住民税非課税
世帯※ 2

低所得Ⅱ※ 3
8,000円

24,600円
低所得Ⅰ※ 4 15,000円

※１　現役並み所得者とは、原則として同一世帯に住民税課税所得が年額145万円以上の70歳以上75歳未満の国保被保険者がいる方です。
※２　｢住民税非課税世帯」は「国保加入者と世帯主が住民税非課税の世帯」です。
※３　低所得Ⅱとは、国保加入者全員と世帯主が住民税非課税世帯の方です。
※４　低所得Ⅰとは、国保加入者全員と世帯主が住民税非課税で、かつ各種収入から必要経費・控除を差し引いた所得が０円となる世帯の方です。
※５　(　　　）内の金額は、過去12か月以内に、同一世帯での支給が４回以上あった場合の、４回目以降の限度額です。


